別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：防災費　目：防災総務費
	事業名: 防災ヘリコプター点検整備・検査費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　知事直轄　危機管理部門　防災課　防災航空担当　電話番号：058-385-3772
　　　　　　 E-mail：koku1@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：101,090千円（前年度予算額：93,395千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　防災ヘリコプター「若鮎Ⅰ」及び平成２２年度に購入する新機体を安全に運航するため、機体の点検、耐空検査及び無線検査を行う費用。

そもそもヘリコプターを運航するには、航空法で規定する耐空証明書が必要であり、その有効期間は１年となっている。その期間内に整備を行い、耐空証明検査に合格することが必要となっている。また、ヘリコプターの耐空性を維持するための整備としては、ヘリコプターの製造者が発行するメンテナンスマニュアル等や国土交通省航空局が発行するサーキュラー（飛行の安全、航空航法その他の技術的、行政的又は法律的事項に関する航空情報）等に従って、①日常点検（飛行前点検、飛行後点検）、②定例点検（５０時間点検など）、③不具合発生時の部品や装備品の交換、④メンテナンスマニュアルに指示されている使用時間による部品や装備品の交換や改修作業などが必要である。

　このため、防災ヘリコプターにおいても、航空法の規定に基づいた耐空証明検査に合格し、耐空証明書を取得するとともに、メンテナンスマニュアル等に従った点検整備などを行う必要がある。

（１）防災ヘリコプター「若鮎Ⅰ」：5700時間点検、耐空検査、無線検査
（２）防災ヘリコプター（新機体）： 600時間点検、耐空検査、無線検査
	２　所要経費


（１）「若鮎Ⅰ」にかかる点検整備　（70,084千円）
①点検整備・検査　20,944千円
②部品等消耗品　18,637千円
③部品修理　30,503千円

（２）新機体にかかる点検整備　（31,006千円）
①点検整備・検査　21,634千円

②部品等消耗品　5,896千円

③部品修理　3,476千円

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅰ 安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり

　　６ 社会資本の安全性が高く、災害への備えが整った地域をつくる

　　　　　　　・地域では実施できない支援を推進する
	２　これまでの取組状況


　航空法に基づいた耐空証明検査に合格し、耐空証明書を取得するとともに、製造者が発行するメンテナンスマニュアル等に従って、①日常点検、②定例整備、③不具合発生時の部品や装備品の交換、④メンテナンスマニュアルに指示されている使用時間による部品や装備品の交換や改修作業などを実施している。
	３　これまでの取組に対する評価


航空法に基づく耐空証明書の取得及び製造者が発行するメンテナンスマニュアル等に基づく点検整備を行った結果、機体不具合による運航休止は必要最小限度にとどめることができた。
＜今後の課題＞

「若鮎Ⅰ」については、平成６年度に運航開始して以来１６年が経過し、経年劣化による不具合も見込まれるため、日常点検等を強化し、早めの対応を徹底する必要がある。
	決定額の考え方


過去の執行実績を踏まえ、所要額を計上します。
	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	93,395
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	93,395

	要求額
	101,090
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	101,090

	決定額
	84,137
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	84,137


